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10/5 県労連、高教組、県障害児学校教職員組合、

長野県自治労連の4者で、人事委員会に対し、20

年勧告に向けた申入れを行いました。県労連から

は茂原事務局長が参加しました。

国は一時金を先に、その後、月例給の勧告をするという2段構えですが、賃金決定のルー

ルからして問題です。県勧告は1回の勧告にすべきと要請しました。

①すでに国より0.05月下回っている県の一時金について、どういう勧告を出すのか

②約2％の水準調整を行う「独自給料表」が維持されるのか

③定年延長にあたり、55歳昇給停止を勧告するかどうか

が最大の焦点です。要請書とあわせて7,730筆(10/5時点)の

「長野県人事委員会宛要請署名」と今年、県労連が取組んだ

「最低生計費試算調査結果」を提出しました。署名は昨年を

上回り、官民共同の取り組みが一層広がりました。

長野県人事委員会に対して要請行動

全国一律最賃で持続可能な地域経済を

11/15（日）、県弁護士会・日弁連主催で

「最低賃金の全国一律化について考える」を

テーマにしたシンポジウムが開催され、

県労連からは細尾議長を他5名が参加しました。

中村和雄弁護士の基調報告に続き、務台俊介衆院議員（自民党最賃一元化議連）、

中澤秀一静岡県立大准教授、久保木匡介長野大教授を交えたパネルディスカッション

が行われました。

「賃上げが消費マインドの改善に効果的」「地域経済を持続可能なものとするために最賃を

上げ、格差を是正した公正な労働市場の構築が不可欠」「地方からの若者の人口流出を防ぎ

一極集中を是正するためにも全国一律化が必要」といった議論がなされました。

今後の課題として、中小零細企業支援、「最賃審での労使の議論」に終わらせないために、

労働組合が地域に入り、国民的な合意形成の必要性などが挙げられました。

「コロナだから我慢」
ではなく

「コロナだからこそ」
賃金改善を



コロナ禍の今こそ地域医療の拡充を！

県労連も参加する「地域医療と公立・公的病院を守る長野県連絡会」は 11/15、「地域医
療と公立・公的病院を守る県民シンポジウム」を長野市・バスターミナル会館で開催しまし
た。厚労省の「再編・統合」要請の問題点を共有するため、研究者、名指しされた病院責任
者、住民代表によって、報告と意見交換が行われました。
パネリストの対象病院の院長から「医療費の削減を目的とした病院の統廃合や医療体制の

縮小は見直していただきたい」など、厚労省がすすめる再編統廃合の進め方に異論が出され
ました。また各病院長が地域医療を守ることについて熱い思いを語られました。
シンポでは、①地域医療を町づくりの一環として位置づけること、住民と十分な話いあいで
進めていくこと。②医師やスタッフ確保の問題、車に乗れない人の病院へのアクセスの問題
など、病院や地域の課題も明らかにされました。

このシンポジウムはＤＶＤにして
各組織に配布予定です。いのち署名
の推進とあわせて学習運動に活用し
てください。

11/23に高校会館にて、
はたらく女性の長野県
交流集会と県労連女性部
第29回定期大会をWEBと
会場の併用で行いました。

「企業ファースト化する日本～女性の働き
方を問う～」と題してジャーナリストで和
光大名誉教授の竹信三恵子さんに講演を頂
き、ジェンダー視点からの働き方改革の練
り直しと、現場から押し返すことの重要性
が歯に衣着せぬ物言いで語られました。
女性部定期大会では、初のWEB併用開催で
25名（会場14名WEB11名）の参加でした。コ
ロナ禍でもすべての女性労働者と手をつな
いで、要求実現を目指す活動方針を決定し
ました。

11/14に2020長野県青年フェスが開催されま
した。「SNSの活用方法について」国公労連の
井上さんにZOOMで講演して頂きました。
「ネットを活用しない」
は敗北主義であること、
「学ばない幹部に指導
される組織は不幸である」
ことなどを神戸女子大石川
教授の指摘をもとにお話さ
れ、SNSの活用は労働組合が社会運動と連帯す
るためにも必須であること等を学びました。
街頭宣伝で話してもおかしくないことを基準
に発信すれば大きな問題は起こらないことも
学びました。

長野県労連でもTwitterを再開しました。多
くのフォローよろしくお願いします。

＜参加方法を変更します＞
新型コロナ感染拡大にともなう春闘学習交流集会の対応について

長野市内での新型コロナウィスル感染拡大を受うけ、感染拡大防止対策としてWEB参加を基
本とし、会場参加者数をさらに制限します。すでにお申込みいただいている方およびWEB参加
が難しい方については、会場にお越しいただいくことを可能とします。


